
 

 

 

 

本日あらたに転入生を迎え、洛風の新年度は４５名で本格的なスタートラインに

立ちました。この学校が一般の公立学校と最も違うところは、みんなそれぞれ「選ん

でここに来る」と決めたこと。選んだ理由や経緯はひとり一人違うはずです。だから

こそ、ここで出会った仲間との縁は、何か特別なもののように思えてなりません。今

年も４５名が良い仲間になってくれたらなと思っています。在校生のみなさんには

４月に話した今年の学校の目標ですが、改めて紹介したいと思います。 

 

 

 

 

人と接することでわかるのは、ほかの誰とも違う「自分」の姿。他者とは自分自身を

映す鏡のような存在なのだと思います。この学校でいろんな人と話をすることで、少し

ずつ「自分」の個性に気付きます。 

自分の好きなことであれば、もっと深くもっとたくさんのことを知りたいと思いません

か？ それが「学び」の原点です。いろんな人の「好き」を知れると同時に、自分自身

の「好き」についても存分に語れるのが学校という場です。学校での学びは自分ひと

りではとてもたどり着けなかった、思いがけない世界に連れ出してくれることでしょう。 

ひとりではできないことも、仲間と一緒ならやれるんだ！ 洛風中学校で過ごす毎日

の中で、そんな実感を手に、次のステージへ向かってほしいと願っています。 

★教職員スタッフを紹介します★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的に、生徒のみなさんに目指してほしいことも３つにまとめています。 

●１つ目は「つながる」こと。 周りの人と、家族と、お互いに意識して、話したり聴いたり

してほしいと思っています。そうしてだんだんできるのが「仲間」です。仲間とともにひ

とりでは決してたどり着けないような新しい世界へ踏み出していきましょう。 

●２つ目は「みとめる」こと。自分とは性格も考え方も違う相手に対して、「そういう人も

いるんだな」とみとめることが、仲間づくりです。それは同時に、人とは違う「自分自身」

のことも「そういう私でも良いんだな」とみとめることになります。自分とは違う人、人と

は違う自分が集まってできた仲間と一緒なら、いろんなチャレンシ゛ができそうです。 

●３つ目は「しなやかに」生きること。失敗しても転んでもくじけても、もう一回やってみる。

何度でもやり直す。洛風での学習や体験の中で、たくさん失敗してみることをおスス

メします。失敗してもやり直してみる練習を、ここでたくさん試してみてください。 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

◎     は新着任のスタッフです。よろしくお願いします。 
     ◎①～③は１～３学年担当です。 
     ◎※は週２回の勤務になります。     

学校だより 

ふむふむ     
《発行》京都市立洛風中学校 

 
令和７年５月１日 

―第２号－ 

《学校教育目標》 

人と 学びと 社会と つながる学校 

校 長  芦田美香   創 造  寺島裕子（音）②  養 護   藤本彩加 

教 頭  粟津亮子   工 房  阿部愛恵（美）③  事務職員  川北有希 

国 語  文字景子③       栗栖幸江（美）③  専門主事  梅本 薫 

     大秦暢子①       工藤紀子（家）※  ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 岩井秀世 

数 学  林 奈亮②  保 体  阪野美貴子②          渡辺直子 

  杉江威瑠①       中澤ちえみ③          松山真弓 

科 学  岡本智子（社）① 英 語  田中優実 ③        大林裕典 

の時間  磯辺誠良（社）③      渡辺千香子①        大平 厚 

  野﨑友美（理）② ALT    ｼﾞｬｽﾐﾝ･ﾁｽｴﾘ   ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 

総合育成支援員  寺崎直美        早川友哉 

校務支援員    鈴鹿純栄  図書館司書 吉澤晶子 

 

 

《目指す生徒像》  

つながる （CONNECT） 

みとめる （ACCEPT） 

しなやかに （BE RESILIENT） 
 

１（木） 転入学式             ５月のおもな行事予定 
7（水） 花背山の家説明会 15:30～ 

９（金） 身体計測 憲法学習講話   26（月） 心電図検診 

１3（火）～22（木） 家庭訪問      28（水） ごみゼロ運動 

１6（金） 内科・運動器検診              （地域美化活動） 

２0（火） 耳鼻科検診 

２２（木）～23（金） 検尿 

保護者の皆様へ 

学校長の芦田美香です。実は令和７年度、学校教育目標と目指す生徒像を、覚え

やすいコンパクトなものに変えたところでした。今までの方向性は踏襲しつつ言葉を厳選

し、教職員スタッフも生徒も、みんなで「愛唱」できるようにと考えたものです。子どもたちに

も折に触れて話していきたいと思います。保護者の皆様ともしっかり連携しながら、子ども

たちの成長を見守り、応援していきます。どうぞよろしくお願いいたします。 


